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一人の青年が私に語 りました。

「私は地球 を出て金星 または他

の惑星へ行 きたいJと 。そうで

すね。そ う言 う人が沢山います 。

しかし地球 に住 めないというよ

うな ことで、ど うして他の惑星

に住 めるでし ょう ! 人間は地

球での生 き方を学ぶ必要がある

のです 。今 こそ私たちはど こか

で竜巻か雷光 で奮い立た され 、

眼覚めて常識に返るべき時です:

人間はあ まりに長 い間 、眠って

いたのです 。地球上で隣人 と共

に暮 らせない人が他 の惑星で暮

らせるわけがあ りません ! も

し私が一惑星の長 であったとす

れ ば、この地球 で暮 らせないと

いう人を そこへ行かせると思い

ますか ? ノウ。

まず この地球で同胞 と共 に生

きることを学びなさい。人間対

人間として生 きる ことを学びな

さい。みんながそこで生 きてい

るか らです 。あなた方や同胞 や

周 囲のあ らゆる物が、あらゆる

創造物が、聖 なる存在であるこ

とを知 りなさい。なぜなら、創

造主 自身がそれ らを創造 したの

であ つて、自分以外の他の物 を

創造するはずがないか らです 。

(訳注 =万物は創造主 そのもの

の現れという意味)私たちが自

分のエゴでも つて創造物 から作

り出す物は、創造主の過失 では

あ りません。私 たちがフタ代 わ

りにして覆 っていたゴ ミを取 り

除きさえすれば、 まだそこには

真 自我が存在するのです。

私 たちが呼吸を している空気

は創造主の現れです 。スタンダ

ー ド石油会社 または他の会社が

空気 を売 っているのではあ りま

せん。それなくして生 きてはぃ

られない空気は、ど こへ行 つて

も無料です 。後になつてアダム

と呼ばれた像 、すなわち粘土の

像 に最初 の息が吹き込 まれ たと

きか ら無料だ ったのです 。それ

は創造主の 日から饉て 、その像

の鼻 日へ吹き込 まれ ました。そ

れは今も人間の鼻 口へ吹き込 ま

れています。

次の ような言葉が述べられ て

いるのを、あなた方はど う思 い

ますか。

「地 によって誓 ぅな。それは父

の踏 み台であるか ら。そして天

によって誓ぅなJ

天空とは父の王座であるから

です 。あなた方が今住んでいる

場所 (地球)の 中に 、これ以上聖

なる場所があるでし ょうか ?

これ以上聖 なる場所は他の惑星

にないのです ! ですから、あ

なた方が人間 の住むように意図

され たように生 きる ことができ

ないならば、他の如何なる場所

(惑星)でも生 きられないでし ょ

う。

1日 覚めようではありませんか 。

そして倉」造主が 人間に (そ うあ

るべきように)意図 された 、そ

のような人間に少 なくともなろ

うではあ りませんか ! 万物 に

ついて感覚 的になろうではあ り

ませんか !

(『 GAPニ ュー ズレター 』第

60号より抜粋。転載許 可取得済 )

今年の総会の楽しみの一つに、  9821「l登       こ

帥義則氏の講演があった。 日槌 Ap総会報告

上京して東京の人となつたが、  お二人の講演はニ ュー ズレタ なければならなか った。    って ぃる人々、が、至 つて真面
現在は本部月例会 の司会 をして ― に詳 しく掲載されるので 、こ  注`意深 く、というのは この 目に集 っていることは分かる。
いる。            の辺 にして一― 。       時思 つた私の戒あである。   そして、その眼にはほとんど、
数 日前 まで「原稿がまだ出来  映画「十戒」は 高名な作品で                冷静 で賢明な光が宿 っている こ

てない」と嘆じていた人間 とは ある。私は初 めて観た。UFO出  総じて盛大な総会であ った。 とも見逃 せない。
思 えない程堂々たる講演だった。現シーンを ス トップモーシ ョン タ食会は、なお盛大だった。会  私達は間違いな く地球 で生 き
特 に後半 の「許す」という話 に にすると聞いてぃたので安心 し 場に比べて参加者 が多 く、歩 き て、地球の運命をになっている。
は感銘を受けた。       てぃたが、何かの都合でそれは 回るのに苦労した 。      同時に宇宙の中で息すべ く学 ん

久保田会長 の講演も相変わ ら やらず 、不注意にも見逃 してし でいるのだ 。「 この輸 よ、広が
ず、たのもしいものだ つた。聴 まった。司会者 は、ス トップモ  年々会員数は減少 していると れ Jと 私は心か ら念 じた。
く者に解 り易 い比ゆに感心 させ ―シ ョンを行 うとは一切言わな いう。それでも今回の総会参加          (笠 原 記)
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面台姜蔀鞭編葉蔀 よう「 教育現場からJと いちデ=マ を原稿あ俵籟を蔓ij tとんな内容 になるが 1 と同時に私がしみじみと考 え

は自信は まるきし持てないが、この格 調高 き支部報の一角をお借 りして、ぜいたくにも何 回に渡る
:た

のは 、私は とりあえず教師な

かわからずも連載として発表 させてr_nく 好機 を得た。何かの参考 にして頂ければとても うれ しい。「 のだけれども 、私にとつて39名

自然に患彗れヽ
マンtスラ嵌

私が通学 しているのは千葉県

内の船橋市内にある が、この船

橋市もかな り大きな都 市で、市

内にも50を 超 える小学校がある。

国鉄総武線沿線のいわゆる都市

部にあたる学校 や 日本海沿岸部

にある学校、そして虫や小烏や

怪獣はさすがに生息 しないけれ

ども、それほど田や畑 などの 自

然環境に意 まれた中にある学校

というように、多種多様 なる条

件の学校が同じ市内に同居して

いる。私の通 い始めた学校は う

れ しきかな 3番 目の 大`草原 の

大きな学校、なのである。この

学校に今春よ り奇跡Fl■ に登校す

る ことになつたが、この経経訳い

きさつ)を 述べればとでも太 っ

ll● がたるむほど笑 えるほどにお

もしろいが 、もったいないので 、

導 魚 Aじ 量 ∫Ж l∬ Tま
彼に 、lR」 か悪 いことを したろうか 、言 ったろ うか と想 いを巡 らし

た /少 々の ことは善意に解釈 し合 える仲だと信 じていた。それが

ど うしノた訳か、冷たい程 に突 っけんど んなのだ。私は不愉快にな

った。彼に対 して私はそんな態度をとつたことはないと自負して

いた。例え忙 しかろうと、気分が悪 かろうと、私は強 いて明るい

態度 で接 した。そうす るのが私の 主義 でもあ り、彼には特 にそう

したか つた 。私は暗に彼 をたしなめるような話 をしてEl」 れ た。

D心は情れなかつた/吉メ|1英治の「宮本武蔵Jを読んだ。武蔵は

実在 したが、小説は あくまでフ ィクシ ョンである。良き小説はフ

イクシ ヨンながら読者 にある影響を与える。親 せきの家か ら冷た

く、追 いたてられるようにして出る武蔵。それでも彼は恨 まず憎

まず 、孤高を行 く身に誇 りさえわき立たせ る。も らったt■ りも ち

をほおば り、天を仰 ぎ感謝する/そ こを読んだ時、私は思わず つ

いや紙面に限 りあるため今L■lは  みたいだ 。でも
all.は プ ロだ !" の子ども たちはそれぞれが私の

割愛す ることにし、次のチ ヤン なんて偉ぶるのは10年 早いので 教師である、というもので、 こ

スに譲ることにしよ う。

せんさいじ

こどもも■年生
ど う い う運 命 の l~配慮 か わ か

ら な い け れ ど も (こ う し た 4~●lは

ほ と ん ど な い ら し い の だ が )私

は 新 採 な が ら も 1年生 を 担 当 す

る こ と に な り 、 お 互 い わ か ら ぬ

者 同 士、611心 者 マ ー ク を 背 に は

っ て 悪 戦 苦 闘 の 日 々 が 続 い て い

る 。

|こ れ が 本 当 に 学 校 な の か IJ

と 父 母 会 の 時 に 驚 か れ た ほ ど に

問 題 が あ つ た ら し い の だ 。 私 は

「 これ で も マ ア ま あ よ くな つ た

方 で す よ !Jと 軽 く流 し た けれ

ど も 、家 宝 よ りも 大・
Tlな 娘 ・ 息

子 を こ ん な デ タ ラ メ な新 米 教 師

に 任 せ て 、大 失 策 だ った と い う

不 安 と い ら だ ち が 相 当 に あ っ た

一応深 く反省しているとい う表 の ことは 日々実感 させられてい

情 は くず さ ず に い た 。

ろピもも日じ
人間 だ

そんなわけで私は39名 の愛す

べき子どもたちと運命的な出会

いを し、毎 日いろん な ドラマを

楽 しませても らっている。

そして非常 に奇妙な感覚が出

会 いとともに始 まった。この世

に偶然というものはない、とい

う考 えを裏付 けるかの ように 、

ひと りひと りの存在 がとても重

く感 じられ 、俗 に言う
よ
ivllめ て

じ ゃないみたいだ 'と いう感覚

を持 った ことがあつた。これは

l■J僚の先生方 についても同じで

ある 。も うひとつは、地球上で

は私 よりも年少 で体もイヽ さいが

その子ど もたちの内に秘められ

る。彼 らが私に示 してくれたこ

とは数知れない。それは私 が気

づかぬ ままにや ってくるが、私

は今 までに多 くを教わった。心

から感 謝しているし、その こと

を感 じれば感じるほど子どもた

ちがかわい く思 えて くる。

細かいエピソー ドは数 え切れ

ないほど あるが、これは次回に

まわす ことにし、最後 にわがク

ラスの子どもたちの声を紹 介し

て閉じたいと思う。

せんせ いにおねがいしたい。

せんせい、やすみじかんに、

いつばいあそんでね 。せんせ

い、べんき ようするとき 、に

くらし くて (も )、 も りした

くんたちに、あた まとか、を

たたくんじ やないで し よ。

編 集 後 記

◎まず、編集後記こときにこん

なにもスペースを使うことをお

許し下さい。

◎本号 トップ記事のアダムスキ

ー氏の講演録 の全文 は

『

GAP
ニ ュー ズレター 』第60～62号に

掲載されています。本紙 に抜粋

された記事以外 にも重要な内容

が多 く合 まれていますので、再

読をおす すめします 。

◎本号 よ り、本年 3月 まで久保

日会長 の助手 をしてお られた山

口緑氏 (現在、小学校教員)によ

る連載物がスター トしまし7c。

「 たいようJと いうのは山口氏

の 出しておられる学級通信紙 の

タイ トルで、私も拝読 していま

す が、かな リユニークな編集 で、

愛読者も多 いと本人は強調 して

いましたが ……。ともあれその

文面からは生 き生 きとした児童

と先生 の様子 が うかがわれ 、そ

れ が本紙の記 事でもおわか りい

ただけると思 います/山口先生

の悪戦苦闘ぶ りから、私 たちも

何か大切 なものを教 えられるの

ではないか と思います。今後 の

記事もお楽 しみに 。

◎第 1面掲載の通 り、今年 も素

晴らしい総会 でした 。ヨヒか ら南

か ら、多数の出席者 があ り、会

場 は熱心 なふんいきに包 まれ ま

した。皆 さんは総会を通 じてど

んな ことを学 ばれたでし ょう。

◎本紙の 顔`、である「草原 」

(笠原代表毎 回執 筆)の タイ ト

ルは、代表の好きな風景「春の

草原」か らとったも のです。こ

好評におこたえし、次号か らは

スペ ースを広げる予定です。

◎地球は確か に混乱に満ちて い

ますが、私 たちが生 きて いるの

も紛れもな く地球 です。創造主

が用意 して下さったこの教室で

の レ ッスンに、積極的に取 り組

んで行 きまし ょう !

◎皆様 のご意見 。こ感想・ ご希

望をお寄せ下さい。 (A)
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